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埼玉県のオリジナルＧＡＰ Ｓ－ＧＡＰの改定までの経緯

2016年
「埼玉県農業生産安全確認運動（Ｓ－ＧＡＰ）」策定
食品安全・環境保全・労働安全の３分野を中心に約50項目を設定

⇒「Ｓ－ＧＡＰ農場評価制度」の創設（2016年～）

2010年
「農業生産工程管理（ＧＡＰ）の
共通基盤に関するガイドライン」
策定

国の動き 埼玉県の動き

2003年

「埼玉県安全安心農産物生産ガイドライン」策定
農産物の安全性と品質確保を目的としたＧＡＰ手法の導入

2021年
2020東京オリンピック・パラリンピック競技大会

2024年
「国際水準ＧＡＰガイドライン」に対応し、Ｓ－ＧＡＰを改定

人権保護、農場経営管理の２分野を追加、約62項目を設定

2022年
「国際水準ＧＡＰガイドライン」策定



S-GAP
（2024年改定）

改定したＳ－ＧＡＰの構成

※農林水産省「ＧＡＰをめぐる情勢」より抜粋



Ｓ－ＧＡＰは埼玉県が作ったＧＡＰ規範
（約62項目）

５つの特徴

S-GAPガイドブック
（穀物、野菜、果樹、茶）

４ 県独自の農場評価制度を
持つ

５ 指導も農場評価も無料

３ 自己チェック方式

２ 取り組みやすさを重視

１ 国のガイドラインに準拠

Ｓ－ＧＡＰの特徴



国のＧＡＰガイドラインの表現

１ 国のガイドラインに準拠

２ 取り組みやすさを重視

国のガイドラインをベースに、できる限り
生産者にわかりやすい言葉で表現

Ｓ－ＧＡＰでの表現

例（国のガイドライン１番）

『農場経営に必要な基本情報（栽培品目名、ほ場（きのこ類の
場合は、ほだ場。以下、同じ）や施設の名称・所在地等）を明確
にして、整理し、必要に応じて文書化』

Ｓ－ＧＡＰの特徴①②

… 項目名

… 説明

…達成水準

…取組例



３ 生産者の自己チェックを活用
＜Ｓ－ＧＡＰの自己チェックリスト（問診票）＞

自分の経営の不備が
チェックできます

Ｓ－ＧＡＰの特徴③



Ｓ－ＧＡＰの特徴（項目紹介）

No 項目内容

1 農場の方針

2 農場の責任者

3 生産計画

5 クレーム対応

51 農薬・肥料の在庫管理

61・
62

知的財産

No 項目内容

8 ほ場や作業場の衛生管理

10 水の安全性

24 農薬の適正な保管

36 農薬の使用基準の順守

38 農薬のドリフトの防止

41 手洗いの徹底

43 包装資材の安全性

45 異物混入・汚染防止

No 項目内容 No 項目内容

12 土壌診断に基づく施肥 17 作物残さの有効活用

14 有機物の活用 18 省エネ

16 廃棄物の処理 47 IIPMの取組

No 項目内容

20 危険な作業の把握

21 危険な場所の注意喚起表示

23 事故発生時の連絡先リスト

49 農作業安全を考慮した服装

50 機械の安全使用

【食品安全】

【環境保全】

【人権保護】

No 項目内容

7 人権侵害防止

59 事故に備えた保険への加入

60 外国人雇用の際の環境整備

【労働安全】

【農場経営理】



（食品安全関連項目を中心に）

化学的汚染

物理的汚染

異物混入
など･･･

生物的汚染
病原性微生物
など･･･

農薬残留、肥料
や燃料との接触
など･･･

Ｓ－ＧＡＰの特徴（取組事例）



Ｓ－ＧＡＰの特徴（取組事例）

ほ場や作業場の
衛生管理

水の安全性



Ｓ－ＧＡＰの特徴（取組事例）

農業用資材の適切な保管

こぼれるのを防ぐた
め、農薬の下には
バットを敷きます。

農薬は、盗難防止のために、
鍵のかかる保管庫（ロッ
カー等で代替可）に保管



Ｓ－ＧＡＰの特徴（取組事例）

出荷物への異物混入
・汚染防止

飛散防止の電灯

↑収穫物付近での喫煙の禁止表示



Ｓ－ＧＡＰの特徴

ＧＡＰは自分でできる収益向上の手段！

「売上」は気象や相場などの影響で大きく変動 （＝自分ではどうにもならない）

ＧＡＰの実践でコスト削減と安定取引により収益性が向上

実践の結果として、

・農場経営の安全性向上
安全な農産物の生産、農作業事故の危険を減らす など

・農業経営の効率化
肥料・農薬のムダが減る、作業が効率化する など

につながります。



農場の「どこに」「どの程度」の問題があるかが明らかに・・・ → 経営の改善に！

２ 農場評価の流れ

ガイドブックを入手 読んで内容を理解

県へ評価を依頼

評価員（県職員）が
農場を訪問、
Ｓ－ＧＡＰの取組度合
を確認

各項目の良い点・
改善点を記載した
評価結果を通知

①

事
前
準
備

②

評

価

ガイドブックを参考に
自ら農場を確認

１ 農場評価の必要性

➢ 自分だけでＳ－ＧＡＰに
取り組んでいると、きち
んと基準を満たしている
かわからない

➢ 他の人にも取組を知っ
てもらいたい

生産者からの要望 (全項目を実践すると）
評価書を交付

S-GAP実践農場
になったよ！

Ｓ－ＧＡＰ農場評価制度について



トマト農家
・多くの改善点が見つかり、安全性や
作業効率が格段に高まった。

・ＧＡＰは農業をやる上で絶対に必要。
・Ｓ－ＧＡＰは特別な費用もかからず
取組みやすい。

茶農家
・作業内容や工場の管理方法について、
家族や従業員と話し合う良いきっかけ
となり、コミュニケーションが密に
なった。

・安全な狭山茶を生産していることを
お客様に示すツールとして、実践農
場ののぼり旗や評価書を使っている。

（セールストークに活用）

米農家
・作業場などの整理整頓が進んで、
無駄な肥料の在庫などがなくなった。

・Ｓ－ＧＡＰ実践農場となったことで、
近隣の農業者からの信用が増し、
農地が借りやすくなった。

野菜農家
・従業員の廃棄物の分別意識が高まり、
処分しやすくなった。

・労働環境を改善する必要性に気付き、
新たに広い休憩場所を設けるきっかけ
になった。

Ｓ－ＧＡＰ農場評価制度について（農業者の声）



Ｓ－ＧＡＰ農場評価制度について

〇 Ｓ－ＧＡＰに取り組む生産者のすそ野を広げる取組

2024年～「Ｓ－ＧＡＰスタート宣言」を開始

S-GAP自己点検シート

1  ・・・・・・・・・・・・・・・ ✓

2 ・・・・・・・・・・・・・・・ ✓

3   ・・・・・・・・・・・・・・・ ✓

4   ・・・・・・・・・・・・・・・ ✓

5   ・・・・・・・・・・・・・・・ ✓

6   ・・・・・・・・・・・・・・・ ✓

7   ・・・・・・・・・・・・・・・ ✓

8   ・・・・・・・・・・・・・・・ ✓

基礎的な８項目の自己チェックにより
リスクを発見！

Ｓ－ＧＡＰ実践農場への
ステップアップを希望する
農業者を支援



消費者へのＰＲ

１ 各種イベントでのＰＲ

・GAPの取組を紹介するチラシの配布
・アンケートやゲームの実施

２ ロゴマークを活用したPR
⇒Ｓ－ＧＡＰを広くＰＲする

ツールとして活用
【活用場面】
・イベント等での啓発品
・のぼり旗、評価書
・実践農場も使用可

（農場のHP、名刺、看板など）



消費者へのＰＲ

３ 取組事例集

S-GAPに取り組む農家をご紹介します
（S-GAP実践農場事例集） -埼玉県

【県HPで公開】

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0907/s-gap/zirei.html

